
地域社会
（個人・コミュニティ・学校・支援組織・中小企業など）

Point

2019.○○.○○ ○○○○○○○○○○○

被災地データを蓄積・整備し、科学的根拠に基づくレジリエンス評価指標の構築と検証。
 コミュニティの防災対策実態を調査し、レジリエンス向上策の具体化。
 コミュニティの効果的な防災対策の実践を支援する人材育成手法の構築。
 レジリエンス向上策の実践に活用できる情報プロダクツ開発。

社会防災研究領域 災害過程研究部門 李泰榮、塩崎由⼈、⼤塚理加、今泉賢吾、Bethany Meidinger、幸田悦子、永松伸吾

概要

４．技術開発（情報プロダクツ）

１．レジリエンス評価に関する研究 ２．レジリエンス向上策に関する研究

３．防災支援人材育成に関する研究

評価

活用

アクションリサーチ・実証

アクションリサーチ・実証

災害発生前
評価指標構築
データ蓄積・整備

災害発生後
レジリエンス評価
効果検証

・ 社会経済活動の回復
・ 主観的な復興感, 等

•都市レジリエンス評価
•対応策の検討

東日本

熊本益城

胆振東部

能登輪島

被災地データ

地域防災における支援人材育成フレーム 地域実証・改善

プログラム策定

防災⼠と意⾒交換

防災活動の実践・支援の実態

都市災害に備えた防災対策の事例調査

効果的な防災活動の定義

レジリエンス向上に資する防災対策
具体化（手法、主体、場、プロセスなど）

YOU@RISK（洪水・津波・火山）

実証

災害とは単に人命や財産が失われることに留まらず、その本質は「日常性の崩壊」といわれます。災害への備えとは、建物やインフラを強固にする
ことだけで達成されるわけではなく、私たちの社会の制度や仕組み、組織や個人の能⼒、あるいは文化として、災害から速やかに⽴ち上がる⼒を
備える必要があります。私たちは、災害発生によって社会にどのような被害が発生し、どのような回復過程を辿るかを、防災実務や災害現場との
協働を通じ、科学的に明らかにします。そして、その理解に基づいた効果的な防災対策・防災教育・防災政策の提案を目指します。

防災⼠等の地域防災の支援者を対象に、地域防災に関する総合
知が活用でき、その活用を通じて地域コミュニティの効果的な防災対
策が支援できる人材を育成するために、「地域防災ファシリテータ育
成プログラム」を研究開発します。

地域社会が⾃然災害に対してどの程度「備え」、「耐え」、「回復」し、
「適応」できるかを科学的・定量的に明らかにするために、回復⼒や
適応⼒も包括的に捉えた科学的エビデンスに基づく災害レジリエンス
の評価手法を研究開発します。

地域社会の中でも⼤規模の都市災害による中⻑期的な被害が懸
念される全国のマンションに焦点を当て、個人レベル、コミュニティレ
ベルのレジリエンスと防災対策の実態を調査し、レジリエンス向上に
資する対策手法を研究開発します。

個人や地域コミュニティ、⺠間企業、防災支援組織などが、レジリエ
ンス向上策の実践やその支援に活用可能な情報プロダクツを研究
開発します。
※文部科学省「実践的な防災教育の手引き」小学校編、中学校・高校編に掲載。

専門知

地域知 経験知

「知」の集約・共有・活用


